
家
庭
で
の
取
り
組
み

家
庭
で
災
害
が
起
き
た
と
き
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。
防
ぎ
よ
う
の
な
い
災
害
の

被
害
を
最
小
限
で
食
い
止
め
る
た

め
に
は
家
庭
で
も
対
策
が
必
要
で

す
。
次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

①
非
常
時
の
家
族
の
役
割
を
決
め

ま
し
ょ
う

地
震
時
の
避
難
口
の

確
保
、
火
の
始
末
、
火
の
元
の
確

認
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
持
ち
出

し
、
子
ど
も
な
ど
の
保
護
、
初
期

消
火
の
担
当
な
ど
の
役
割
を
分
担

し
ま
し
ょ
う
。

②
集
合
場
所
や
連
絡
方
法
を
決
め

ま
し
ょ
う

家
族
全
員
が
一
緒
の

と
き
に
災
害
が
起
こ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
家
族
が
離
れ
て
い
る
と

き
の
連
絡
方
法
な
ど
を
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
発
生
時

に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
「
１
７
１
」
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
被
災
地
へ
の

電
話
が
か
か
り
に
く
く
な
る
た
め

設
置
さ
れ
る
「
声
の
伝
言
板
」
で

す
。
災
害
時
だ
け
利
用
で
き
ま
す
。

③
避
難
場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

実
際
に
歩
い
て
み
て
経
路
や
危

険
な
場
所
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
避
難
場
所
一
覧

は
、
区
役
所
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
消
防
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

④
非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意
し
ま

し
ょ
う

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
火

災
や
建
物
崩
壊
が
起
こ
っ
た
と
き

に
は
、
防
災
機
関
が
迅
速
に
対
応

す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
少
な
く
と
も
３
日
間
分
は
、

左
記
の
非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意

し
て
、
家
庭
の
備
え
で
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

非
常
持
ち
出
し
品

□
現
金

□
通
帳
、
免
許
証
、
健
康
保
険
証

な
ど

□
非
常
食
品

□
水（
一
日
分
一
人
３
リ
ッ
ト
ル
）

□
救
急
用
品

□
衣
類

□
生
活
用
品

□
携
帯
ラ
ジ
オ

□
懐
中
電
灯

もしものときに備えて

災災害害対対策策再再点点検検
地震などの自然災害は予測することが難しく、突然やっ
て来ます。いざというときに、被害を最小限にとどめる
ためには、日ごろの備えが大切です。そのために知って
おきたいことや必要な対策を考えてみましょう。

防災の日に実施します。一緒に
防災について学びましょう。

平成16年度札幌市総合防災訓練
今年は、地震による大規模災害の発生を想定した札幌市総合防災訓練

を豊平区で実施します。

日時 ９月１日（水）午前８時３０分～開場。

会場 札幌ドーム（豊平区羊ヶ丘１番地）。

内容 第１部 地震に備えた防災訓練（午前９時３０分～１１時）

札幌市域直下の地震発生を想定して、札幌市と防災関係機関、

事業所、各種団体および住民が連携して、避難誘導、消火、救出

救護、ライフライン復旧訓練などを行います。

第２部 防災ひろば（午前１１時～１２時）

屋内ゾーンにおいて、消防音楽隊・カラーガード隊によるドリ

ル演奏、小学生を対象にした○×クイズ、各種展示など防災につ

いて学べるコーナーを設置します。

※ 当日は、場所によりヘリコプター飛行音の影響が出る恐れがありま

すので、ご理解願います。

※ 防災訓練ご参加の方は運動靴を着用ください（ハイヒール・ピンヒ

ールなどは人工芝を破損するため）。

アリーナ内で飲食はできません。

（詳細） 区役所総務企画課交通防災・施設担当 内線２２０・２５２

区役所では、地震発生後の心構えなど
が書かれた「地震に備えて」を配布して
います。ジャバラ式ですので、財布など
に入れて活用してください。
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